
本文を追加

日時：2023年3月5日（日）13:30～16:30 
場所：KICC新長田１階 交流スペース
人数：30名　※先着順

研修内容 
　※語学研修ではありません。
     ① 講義：災害時の通訳・翻訳ボランティアの心構えや役割
　 ② ワークショップ
　 ③ KICC災害時通訳・翻訳ボランティアの活動紹介

神戸国際コミュニティセンター（KICC)主催

2000年に仙台国際交流協会（現在の仙台観光国際協
会）に入職。主に防災事業、外国人相談事業、外国

につながる子どもの支援事業、地域日本語教育事業

などを担当し、多文化共生の地域づくりに取り組

む。2011年の東日本大震災では、仙台市災害多言語
支援センターの運営に携わり、主にボランティアの

コーディネートや避難所巡回を担った。

そのほかに（一社）多文化社会専門職機構事務局

長、（特非）日本ボランティアコーディネーター協

会理事などを務める。

対象：

・KICCボランティア登録
している方

・外国人の支援にご協力い

ただける方、支援に関心の

ある方どなたでも

◆お申込み◆

URL:
https://forms.gle/QGs7nF7
8gnHJWTiz8



QRコード:











締切：2月28日(火）
定員になり次第、締切り

講師　菊池 哲佳（きくち あきよし) 氏
   公益財団法人 仙台観光国際協会  国際化事業部 多文化共生課 企画係長

お問合せ：神戸国際コミュニティセンター

神戸市長田区腕塚町5-3-1アスタくにづか１番館南棟1F
TEL:078-742-8705（平日10:00～17:00）
※開催日は078-742-8701（10:00以降）
HP:www.kicc/jp/ja

　KICCは国際交流・多文化共生を進める神戸市の外郭団体です

神戸市には約52,000人の外国人が暮らしています。多く
の外国人は言葉、文化、母国での災害経験の有無などの
違いにより、災害が起きたときに必要な情報を知ること
ができなかったり、避難所での生活に不安を感じること
があります。
そういった方を地域で支えてくださる方が増えることで
誰もが安心して暮らすことができます。災害をともに乗
り越える「おとなりさん」として、安心・安全なまちづ
くについてできることを学びませんか。


